
＜男子団体＞

　　　岩手の代表として。次は成年男子で

　　　　　黒沢尻北高等学校　３年　水　野　邦　彦

　それは、自分にとって、一生忘れる事のない素晴らしい経験

だったと胸を張って言える。あの日、自分は少年の部の岩手の

代表の一人として、開会式で大きく腕をふって行進した。緊張

感と共に胸が激しく高鳴るのを実感した。もちろん生まれて初

めての大舞台である。と同時に、試合当日は、岩手の代表とし

て悔いを残さない最高のプレーをしようと心で強く誓った。昨

年の宮城国体少年の部は、第四代表まで全て黒北で占めるとい

う、ある意味自分達にとって素晴らしい事であると同時に、新

風が吹き込まれないという苦しいものでもあったと自分は思う

。自分達一人一人が岩手の代表であるのは確かなのに、まるで

、全国の各県の精鋭の中に、黒北軍団が、戦いを挑んで行くか

のような気持ちにもなった。結果は、一、二番が、惜しくも負

けてしまい、自分達は、勝敗のかからない場面での試合ではあ

ったが、しかし、あの時の自分は、自己の最高のプレーをしよ

うと誓ってコートに立った。結果は４－Ｏでの勝利であった。

団体としての勝ちはなくなっていたが、スタンドでは、自分達

の一球一球に、声を枯らして応援してくれている多勢の人達が

いた。先生方、仲間達、御父兄の方に、そして関係者の方々…

。本当に嬉しかったし、感謝の思いで胸が無くなるのを止めら

れなかった。最後になりますが、これからも、岩手のソフトテ

ニスの技術面､精神面の向上を願いますと共に、次に自分は、

いつの日か成年男子の部の岩手代表として、またあの舞台に立

てるよう今後も一生懸命努力を借しまず頑張るつもりです。本

当にありがとうございました。

出場だけの宮城国体。

もっと自信をもったプレーを

　　　　　黒沢尻北高等学校　２年　八重樫　正　朗

　国体で必ず勝ってやる！という気持ちはあったものの、勝

つことだけを考えてしまい、そこまでの過程が勝つ者として

のことをやっていなかったような気がします。心のどこかに

国体に出れるだけでという気持ちがあったのかもしれません

。それが出場しただけという結果になってしまいました。

　私が国体に出場して感じたことは、自分のプレーを自信を

持ってできるかできないかでは大きな違いがあると思いまし

た。この点で自分はとても劣っていると感じました。自分の

得意なコース、ボールだけに自信を持っている私に対して、

他の選手はどんなコースにこようとも自信を持って打ってい

ることを強く感じました。このようにどんな時でも自信を持

ってできるためには、もっと強い心を持ち、精神面を安定さ

せていけば安定したテニスができるんだと思いました。もう

一つ感じたことは、サーブレシーブの安定性です。上位にい

けばいくほど強いサーブレシーブではなく、コースをつき、

深く打っていることに気づきました。サーブレシーブのミス

はその試合の流れを変えてしまうということを感じたので、

練習でもっと力を人れてやっていきたいです。この大会は自

分にたりないものが多くわかったのでとても勉強になりまし

た。

　この宮城国体にあたって、いろいろな方々の応援やご支援

、ご協力をいただき本当にありがとうございました。感謝し

たいと思います。

＜女子団体＞

　なぜ勝てないのか？それは｢考え方｣の違い

　　　　　　　一関第二高校　３年　高　橋　瑞　枝

　落ち葉が舞い踊る。風が肌寒い。国体という響きが醸し出

す、独特の雰囲気をまといながら、新世紀宮城国体は幕を開

けました。私達岩手選抜は、国体予選を１位通過し、栃木選

抜との練習試合を経て、徳島戦に臨みましたが、１－２で敗

れました。

　あの日から、早数ケ月。青葉城の眼下に位置するコートで

、夢中でボールを追いかけた日々が、夢のようです。何もか

もが、遠い思い出となりつつあります。しかし、あの日以来

、私にはずっと考えていることがあります。

　それは、なぜ岩手の女子のテニスは全国で勝てないのか、

ということです。全国で活躍する人達と、私達との違いは、

一体何なのでしょうか。体格でしょうか。練習時間の長さで

しょうか。それとも運動能力の差でしょうか。私はこれらす

べてにおいて、彼らに劣るとは思いません。大きく異なっい

てるのは、考え方だと思います。

　私が一番驚いたのは、勝負の早さです。２、３本のラリー

のうちに、必ずどちらかが仕掛けます。どことなく、ラリー

を長く続けるイメージがある私は、彼らのプレーに、気後れ

してしまうことが、度々ありました。全国で

勝つためには、まず、自分のテニスに対する考え方を、変え

なければならないと強く感じました。

　私事になりますが、四月から早稲田大学への入学が決まり

ました。全国トップレベルのテニスを学ぶ、よい機会を得た

と思っています。この機会を大いに生かし、岩手のレベルア

ップに、微力ながら協力していきたいと考えております。

　最後に、短い間でしたが、お世話をいただいた先生方に、

感謝いたします。ありがとうございました。

　　　　今、自分に足りないもの

　　　　　　　一関第二高校　２年　佐々木　　　瞳

　８月25 ・ 26日と福島でミニ国体が行われました。結果は

岩手選抜は大会１位通過で国体への出場を手にすることがで

きました。

　私は、この大会で勝ち負けより自分がどれくらいおもいっ

きりプレーし通用できるのか試すいい機会だと考えていまし

た。誰でも、ゲームになれば負けたくないと思うのは当然の

こと、２日目の対福島戦では３番勝負に出させていただき、

この試合は絶対に負けたくないという一心で気持ちはすごく

興奮していました。でもその時、私はある先輩から教わった

「練習では自分が１番下手だと思い、試合になったらコート

上では自分が１番上手い
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んだと思うこと、これが勝つ方法だ」と言われたことを思

い出し、接戦の末に勝つことができました。

　約２ケ月間、関東のチームと何度も練習試合を重ね、迎

えた10月14日少年女子の試合が行われました。対徳島とは１

－２で惜しくも負けてしまいました。今振り返ると、技術

は同じだったと思いますが、なぜ負けたかと考えた時に、

やはり自分の内面にある精神力・忍耐力の弱さではないか

と思いました。先生が「技術が対なら気持ちで勝て」とい

うのが改めてわかりました。それに、今

回私は先輩と組んで、少し任せていた部分もあったように

思います。試合になったら先輩後輩も関係なく２人で１本

をどのように取るかが大事だと思いました。今、自分に足

りないものは技術よりも、精神力・忍耐力、そして自信を

もつことが足りないと思っています。これからは、受け身

でなく向かっていく気持ちを大事にしていきたいです。最

後に、いままで応援していただいた多くの方々に感謝致し

ます。ありがとうございました。
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�はじめに

　スポーツ選手にとって、試合の勝ち負けは重要な問題で

すが、試合後、自分の心と向き合った時、「今の試合は自

分らしい試合ができたのか？自分の実力を発揮でき

たのか？」を考えていること

の方が多いのではないでしょ

うか？勝っても素直に喜べな

い時、負けても実力を発揮で

きた時は満足している自分が

あると思います。今回は『セ

ルフイメージ（結果を調節し

ている能力）』について紹介

致します。（図参照、資料：体育科教育2000.4）

■セルフイメージの重要性

　『自分らしく実力を発揮する』ためには、セルフイメージ

を大きくしておくことが大切であり、このセルフイメージは

スポーツの練習で養われるのではなく、チーム、家庭、友人

、学校などの日常生活や環境で培われるといわれています。

　プラス思考とは、このセルフイメージを大きくする意識や

環境作りのことをいいます。本番で実力を発揮しにくい人は

、セルフイメージを小さくしてしまう考え方や環境にあるの

です。セルフイメージとは、実力とは別に個人に備わった能

力の一つで、実力だけではなく、常にセルフイメージとのバ

ランスで結果の出方が決まってくるといわれています。

■何故、セルフイメージか小さくなるのか？

　ほとんどの人は「大丈夫かな、勝てるんだろうか」という

ふうに、未来に意識を移し、マイナス思考に陥り、セルフイ

メージが小さくなります。また、プレー中でも、前のまずい

プレーを思い出してはr後悔』というマイナス思考でセルフ

イメージを小さくしています。

■セルフイメージを最も小さくするのは「比較』の言動　「

本来、本番で実力を発揮することは、他人に関係なく自分ら

しく自分の実力を出すこと」なのに、結果や他

人との比較で評価してしまうからです。

　《例１》『マイナスイメージの苦い記憶は残る』

生徒Ａ：「コーチ、フォアのストロークが少し打てる　　　

　　　　　ようになりましたZ/」

△コーチ：「何言ってる、もうＢはバックも打てるぞ！」

○コーチ：「おっ！！そうか、少し打てるようになったか。

　　　　　　よかったな。打ってごらん」

　《例２》『プラスイメージの記憶は瞬時に褒める』

△コーチ：「おい、なんであんな簡単なボレーをミスす　　

　　　　　　るんだ。！！」

○コーチ：「今の出るタイミングは良かったぞ！！そのタ　

　　　　　　イミングを忘れるな！！j

■セルフイメージを大きくするための心の習慣

　　『今を大切にする』、『今するべきことをする』という

ことです。セルフイメージは時間の区別ができないので、未

来への不安や過去への後悔をすればするほど、マイナス思考

により、セルフイメージが小さくなります。

　《例３》『その瞬間の結果はその瞬間のセルフイメージに

よって決まるJ

生徒Ａ：「マッチポイント、あと１本でゲームセットに　　

　　　　　なる。今すべきことは、何でしょうか？」

コーチ：「そのポイントが取れるかどうかよりも、まず、

　　　　　いつも通り一生懸命打つことに集中することで　

　　　　　はないでしょうか｡」

　試合は不安や後悔の大きさ比べの大会ではありません。思

考が過去や未来に飛んでしまうと今の瞬間の結果を逃かすこ

とになります。ですから、いつも『今を意識して』下さい。

■おわりに

　　「練習する時は練習する、学習する時は学習する、家の

手伝いをする時は手伝いをする」、というような自己環境や

習慣を見直してみましょう。

　本番で実力を発揮するためには、普段の生活を通じて、『

今しなければならないことは何かを考え、一生懸命やる心の

習慣を身につける』ことが大切なのです。
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